


 
ＩＣ旅券導入の背景 

　近年、旅券の偽変造や成りすましによる不正使用が増加し、国

際的な組織犯罪や不法な出入国に利用されています。それを防

止するため、偽変造が困難で、安全性の高い旅券として生体情

報認証技術（バイオメトリクス）の応用が国際的な動きとなってい

ます。特に2001年の米国同時多発テロ以降は、テロリストによる

旅券の不正使用を防止する観点から国際会議でも活発に議論

され、また、米国がビザ免除継続の要件として各国にバイオメトリ

クスを採用した旅券の導入を求めています。 

　ICAO（国際民間航空機関）において策定されたIC旅券の国

際標準では、記録する必須の生体情報として「顔画像」を採用し

ています（各国の判断で指紋、虹彩を追加的に採用することを認

めていますが、我が国は「顔画像」のみを採用しています）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
IC旅券の取扱い上の注意点 
　IC旅券は電子製品を内蔵していますので、強い衝撃を加えたり、高温の場所

や磁気の強い場所に保管したりすると、ICチップに異常を来すおそれがありま

すので取扱いには注意してください。詳細な注意事項は、ＩＣ旅券中央のカード

部分に記載されています。 
 
IC旅券の安全対策 
　ICチップに記録された情報が、ご本人の気付かない間（バッグに入れている

ときなど）に読み取られることのないように安全対策を施しています。 

ICチップ 
プラスチックカードの 
中に格納されており 
通常は見えません 

身分事項 
ページ 

プラスチック 
カード 

 
ＩＣ旅券になって何が変わる？ 
　IC旅券の導入により、旅券の顔写真を貼り替えるなどの偽変

造をしてもICチップの情報と照合することにより見破ることができ、

偽変造対策が強化されます。また、今後、ICチップに記録された

顔画像とその旅券を提示した人物の顔を照合することができる

電子機器が各国の出入国審査場に配備されれば、他人による成

りすましに対しても効果が期待されます。これにより、旅券の不正

使用が抑制され、日本旅券の信頼性が維持・向上することで外

国での出入国審査が円滑に行われることが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
もしもICチップが壊れたら？ 
　何かの理由により、IC旅券のICチップが破損しても、所持人の身分事項や

顔写真などは券面に表示されていますので、出入国審査等はこれまでと同じよ

うに処理することができます。したがって、ICチップが作動しなくても旅券は有効

なものとして扱うことが国際的な共通認識となっています（また、ICチップの情

報を読むかどうかは各国の判断になります）が、もし、旅券のICチップが壊れて

いると指摘された場合は、お近くの旅券事務所で確認してください。その結果、

ICチップが作動しないことが判明した場合は、現行旅券を返納し新たな旅券を

申請することもできます（通常の旅券発給手数料が必要です）。 


